


































することはできない。 Lado(1957)のContrastiveAnalysis Hypothesis( CAH)にかわり、普



















































































































































(3)理論的枠組みの古さ:本研究の音韻論的分析は、 Chomskyand Halle (1968)に始まり、
分節音の音韻過程を、動的な音韻規則で記述した、伝統的生成音韻論までにとどまっている。
Prince and Smolensky (1993)による、最新の「最適性理論」は無理で、あるとしても、素性階
層理論や素性不完全指定理論、そして自律分節理論などを援用すれば、より説得力のある分析
が可能だったはずである。
(4)分析対象の不十分さ:筆者の分析は、主として異音化等、いわゆる後語糞的現象に関し
てが大部分を占める。連濁等の形態音韻現象も視野に入れるべきであった。
(5)厳密さを欠く考察:一部に科学的厳密さを欠く部分がある。エラーの原因を、高校教育
の結果という、検証不可能な要因に帰したり、統計の数字の読み方が別の解釈も可能であった
りする点がそれである。
これに対して、本論文の貢献としては、次の点を挙げることができる。
(1)オリジナリティー:上述の知く、本論文はハンガリー人の日本語の音声習得のメカニズ
ムを解明しようと試みた最初の論考である。
(2)応用言語学理論への貢献 r中間言語理論」はあくまでも仮説であり、どの程度まで妥
当性があるかは、様々な形で検証されねばならない。筆者は、この目的意識に基づいて、自分
で実験のデザインを考え、これを実行し、得られたデータを時間をかけて分析し、少なくとも
ハンガリー語・日本語の中間言語音韻体系では、母語と目標語から独立した構造や規則は無い
という、一定の結論を得た。これは中間言語においては、必ず独立した部分が存在するという
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主張に対する反例となり、中間言語の可変性を示唆することになる。
(3)実験に関する意義:筆者は研究を進めていく過程で、試行錯誤を重ね、失敗を繰り返
し、最終的には、日本人母語話者に知覚的判断をあおぐという、妥当性の高い実験を実施し
た。特にアクセント習得に関するデータは貴重なものである。
(4)日本語教育に対する貢献:上述した本論文の結論を繰り返すことになるが、筆者は本研
究の結果から、ハンガリ}人に対する効果的な日本語の音声教育方法は、まず母語であるハン
ガリ}語と、目標語の日本語の音韻構造を正確に教え、 2種類の転移を原因とするエラ}を防
ぐこと、そして分節音よりも韻律、特に己ッチアクセントパターンをしっかりと練習させるこ
とであるという2つの結論を得ている。ハンガリーでは、体系だった日本語教育、特に音声教
育は、ほとんど行われていない。このような現状を考えると、本論文で得られた結論は、ハン
ガリーの日本語教育に重要な意味をもつことになる。本研究の結果は、直接的に教場で利用で
きるのみならず、これを土台にして、将来テクストやワークブック等か編纂されると、より効
果的な音声教育を、体系的に実施できる可能性があり、この点において、本論文のもっとも大
きな意義は、言語教育面にあると言える。
以上、本論文の欠点と貢献を考慮しつつ、審査委員会は、慎重に合否を論議したが、結果と
して、本論文には欠点も散見されるものの、その貢献の方が大であり、合格に値するものであ
るという結論に達した。
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